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山形市における２００８年のスギ花粉及びスギ花粉アレルゲン Cry j 1 の飛散状況 
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山形県衛生研究所では毎年春から秋までの花粉飛散シーズン中に花粉飛散数及び花粉アレルゲン濃度を

測定し，当所のホームページなどで情報提供を行っている．2008 年の山形市におけるスギ花粉飛散開始日

は 3 月 11 日であった．Cry j 1 はスギ花粉飛散開始の 10 日以上前から 0.1～10pg/m3程度検出されており，

ESR ラジカルイムノアッセイ法による高感度測定が有効であることが実証できた．スギ花粉症の患者には

花粉飛散前からの治療が効果的であるといわれており，花粉飛散開始前の Cry j １濃度情報の毎日の更新

とマスコミ等による情報の公開を可能とすることが今後の課題であると考えられる． 
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採取した試料を NaHCO3溶液で 2 時間抽出し，遠心分

離後上清液を花粉アレルゲン測定に供した．花粉アレルゲ

ンは，花粉飛散開始日前後までの極低濃度の場合は ESR

ラジカルイムノアッセイ法３)，花粉飛散開始後の高濃度の場

合はELISA法４)により測定した．抗Cry j １モノクローナ

ル抗体(013, 053)波林原生化学工業の製品を用いた．抗体

プレートは抗体(013)を 0.1M のリン酸バッファー

(pH7.0)で 10μg/mL に希釈し、96 穴ヌンクプレート

(Nunc-immuno Module 469949)に固相化して作成した３)． 

Ⅰ はじめに 

 山形県衛生研究所では毎年春から秋までの花粉飛散

シーズン中に花粉飛散数及び花粉アレルゲン濃度を測

定し，当所のホームページや山形県医師会のホームペー

ジなどで情報提供を行っている． 

 本報では 2008 年のスギ花粉飛散状況及びスギ花粉ア

レルゲンCry j 1の飛散状況について報告する． 

 

Ⅱ 測定方法 

 なお，スギ花粉飛散数の測定期間は2月7日から5月

9 日までとし，測定結果は当所のホームページ等で毎日

更新した．また，スギ花粉アレルゲン濃度の測定期間は

1月26日から5月1日までとし，測定結果は当所のホー

ムページ等で週毎に更新した． 

花粉飛散数はダーラム型花粉捕集器を用いて測定した．

ダーラム花粉捕集器は山形県衛生研究所の屋上に設置し，

原則として毎日15時から翌日の 15時までの 24時間捕集

した．回収したスライドガラスをカルベラ液で染色し，

18mm×18mmの全面の花粉数を顕微鏡を用いて計測し，

1cm2当たりに換算した．  

Ⅲ 結果及び考察 花粉アレルゲン試料は英国バーカード社製サイクロンサン

プラー（C-90M）を用い吸引量１m3/hで山形市内において

日ごとに採取した 1),2)． 

１）山形市におけるスギ花粉飛散状況 

1)山形県環境科学研究センター，2)財団法人山形県産業技術振興機構 
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2008 年の山形市におけるスギ花粉初観測日は 3

月3 日，飛散開始日(1 月1 日より1 個/cm2以上が初

めて2日連続して観測された最初の日)は3月11日で

あった． 

また，飛散終了日（0個/cm2が3日連続して観測さ

れた最初の日の前日）は5月7日であった． 

 なお，山形市内における2008年の総飛散数は3467

個/cm2であり，平年(2595個/cm2)の約1.3倍であった．

飛散のピークは3月26日に観測され，521個/cm2で

あった． 

 

２）Cry j 1 濃度とスギ花粉飛散数の推移 

 図-1にスギ花粉飛散開始日前後のCry j 1濃度とス

ギ花粉飛散数の推移を示した．

花粉初観測日の3月3日以前

でも0.1～14pg/m3のCry j 1

が検出され，初観測日には

18pg/m3 となった．また，飛

散開始日前2日間は10pg/m3

であったが，飛散開始日の 3

月11日には108pg/m3と前日

の 10 倍に増加した．スギ花

粉飛散開始前から花粉症の症

状が現れる患者がいることが

わかっており，スギ花粉飛散

開始前における花粉1個相当量以下の微量のCry j 1

濃度情報は非常に有用であると考えられる． 

図-2に2008年スギ花粉シーズン全期間のCry j 1濃度

とスギ花粉飛散数の推移を示した．スギ花粉飛散数と

Cry j 1濃度の変動パターンは概ね一致していたが、3月

11日や3月24日では花粉数に比べCry j 1濃度が著しく

高値であった．このような日ではCry j 1濃度が重要とな

る．Cry j 1濃度のピークは最大飛散日の2日前の3月

24 日に観測され，最大濃度は 5740pg/m3であった．飛

散開始日の3月11日から飛散終末期の4月25日までの

期間におけるCry j 1濃度とスギ花粉飛散数の相関係数

はr=0.543 (n=46)であった． 
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図－１　スギ花粉飛散開始前後のCry j 1濃度とスギ花粉飛散数の推移
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図－２　シーズン全期間のCry j 1濃度とスギ花粉飛散数の推移
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Ⅳ まとめと今後の課題 

2008 年の山形市におけるスギ花粉飛散開始日は 3 月

11日であった．Cry j 1はスギ花粉飛散開始の10日以上

前から0.1～10pg/m3程度検出されており，ESRラジカ

ルイムノアッセイ法による高感度測定が非常に有効で

あることが実証できた．スギ花粉症の患者には花粉飛散

前からの治療が効果的であるといわれており，花粉飛散

開始前における花粉1個相当量以下の微量 Cry j 1濃度

情報は非常に有用であると考えられる5)．2008年のCry 

j 1 濃度情報は当所のホームページによる週ごとの更新

にとどまった．花粉飛散開始前のCry j 1濃度情報の毎

日の更新とマスコミ等による情報の公開を可能とする

ことが今後の課題であると考えられる． 
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